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工　日　時

2．場　所

●
　　5．議　題

●

5

第1回宇宙開発委員会1定例会議）、

　　一　議　事　要　旨

　　昭和49年1月16日㈱
・．@午後2●時マ）4時一

一宇宙開舜委三会会議室

昭和49年度宇宙関係政府予算案について

質料

弾嚇’第25回三生委員会三時回訓騨要旨
委1一£　『・昭和49年度宇宙関係政府予算案総括表

出達者

　宇宙開発委員会委負長　．　　　　　森　山　欽　司一

　　　〃　・　委員　 ・． @　山県昌夫∫
　　　〃’　．〃ば　一・　　網島’一毅・
　　．〃　　　〃．　　’　二吉9識雅夫
　　一〃．　、　〃　　　’　　八事藤東禧　、
関係省庁職員等

6科学技術庁研究調整局長　　　　’．一千．粟　　　博

　科学技術庁研究訥整局宇宙開発参事官山　野　年　登

　文部省大学学術局審議官　嘔　笠木三郎’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫代理：深沢）

　運輸省大臣官房参事筥一　　佐藤久衛●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘〃　一：小林）’・

ノ

／

気象庁総務部長

海上保安庁総務部長　’

郵政省電波監理局審議倉

1建設大臣官房技御参事官

岩田弘文
　、　　‘代理稿谷》

’高野　　　晟
　〆　　‘〃　㍉樋口｝

市　川　澄’夫

　　1〃、1岡井）

宮　崎　　　明

　‘ク　3田中）

覇局　　㌦，，∴．
一隅術庁研究調整騨企画課長雨が守

　　　　〃・　　宇幽麟長松県伸一
　　　　”ド　　宇宙開発諜長；今村　塞他

6　議事要旨

　（1）三三譲事要旨について

た箏2．5叩糊騨1騨繍事要rが確細

（21

ﾆ梱鞭宇騨鰍艀黙にρいて
　　　騨彫ら舗鰭につ曜麟勢一2に垂づ呼糊
　　が行われたのち》以下あ質疑応答が行われたPノ

山県：地上二期謝る宇宙麟事業団と利用繍との業朔
　　　担の考え方は、’51年度打工げ予定の気象、遡信及び放送

’鵬幽幽二三詳細に＿は目下検

　　　討中である・デ・凹∫1・ 　　
曾

　　　　　　　　　　！ll：：㍉』1

●

●

勺
5



　　網島’：地球隔測システム調査の内容は何か。

　　事務局：ERT号一1及び今後打上げの予定されてレ〉うERTS・

　　　　、一Bについて、直接受信も含めて、衛星を有効に利用するた

　　　　あのシスデム及び技術を検討するための費用である。

　　網島：地球隔年のために、．我が国が独自の衛星を打・ち上げる必要

　　　　があるか否かの検討も必要であちう。．

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　事務局：ERTSのみに依存するヒとには問題があるので、今後

　　　　　ともべ各国の地球隔測に対する取り組み方もふまえ、検討を
●
　　　“進めたい。

　　網島：航技研の導水・ケ沙ニンジンの研究については・海外か

　．　、、．らの技術導入を考えることも必婁であろう。

　　事務局：現在、フ．ランスからの技術導入の可能性等について横難

　　　　を進めている乏ころである。

　　網島疫ロケットに必要なロゲットェ：シジ1～等の開発は順読に進

　　　　凹しているのか。

　　事務局：廿CR及び：L’S－d型ロケットの実験が終了した時点で

　　　　　明確になるがく米国において行ったゴケツトエンジンの試験　　、

●ら@　結果は、振動等の鴨脚を除いて良好であった。

　　’山県：第7．号以降の科学衛星計画はどうなっているのか6

　　文部省1深沢）：現在、学術審議会等で検討中である・

　　森山：昨今のゴネルギー事情にかんがみて、今世紀末までに確実

　　　　に実用化されう為技術について検討を急ぐ必要があろう。

　　　　　原子力の開発については軌道に乗ったと思われるので、今後

　　　　　は宇宙協発にも力を注ぎたいる

　　　　　衛星通信、衛星放送等については国際的に実用化が進められ
、

　　でいるので誠が国でも早期購星を帥で打ち上げうる

　　能力を開発する必要があろう。　　　，

　　なお、計画の推進に当たっては、広く国民の埋解を得て進．

　　めることとしたい。

三島：そのためには日本の宇宙開発の長期回想を国民に知ちせ一

　　ることが必要である。また、宇宙関係予算が大きくなるに‘

　、つれ、改めて我渉国の宇宙開発のあり方が間われると思わ

、れ酔宇薩本四立法す噸との聯がなされることも

　　考えられる。

山県：その場合「公開」「平和」等のことば蓼用いるに当たつ

　　ては、原子力基本法制定当時とは事情が変わっていること

　　もあり慎東にその内容を検討する必要が南ろう・●

、

●．

●
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フランスの国立宇宙開発センターlCNESγ
繊ρ招へいについて嬉♪
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●　フラヒスとの相互三三深め・今後の協力回するたφ、下記

　　／によりGN面’S総裁を三三いしぐ宇宙の開発および利用について

　　　当委員会ほかわが国宇宙関係脊と意見を交換する。’、匿

●

／　’
軌
㌧
「

記．’

：L　招へい者

　　D「・Maurice　M・エevy　GNE＄総裁．

　　　睦瓢策臨画担当副本部長Andreエebgau等

　　　が随行する）・

●　　　　　　．　　　　　　．
　　　み
　　2・招旧い期間

　　　　斉月9日仕）から3月37日（日）まで　　9日蘭
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、
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（2）．

＝考　、

日程唱

3月，9日出来日
・’｡o日㈹・自由行勤

　　ユエ日㈲　午前　長官表敬訪問

　　　　　　　　　　宇宙開発委員会委員と会談

　　　　　　　午後　宇宙開発事業団造血㌦

　　ユ2日㈹　午前・’東京大学宇宙航空研究所訪問

　　　　　　　午後　講演会1経済団体連合会プ

　　ユ3日㈱　午副　科学技術庁航空宇宙技術研究所訪問

　　　　　、午倭　石川卑播磨重工業㈱1田無および一

　　　　　　　　　　瑞榑工場）視察’

　　r4日凶睡自動車㈱1荻窪および川越工無視祭

　　15日盆　三菱車工業㈱1名古屋航空機製作所）視祭

　　16日出　宇宙開発委員会委員と会談　　　　’

　　17Ei（日）離日

CNES総裁略歴

畠1922生れ
　　　　アルジェリア大学およびパリ大学で物理学を学び博士号

　　　　を修得　　　　　　一　　　　　9　　　、

馬94－5一≧53　国立科学研究センタ「10NRS）主任研究員

工955－54　ボルドー7一大学堆学部教授

ユ954－73　パリ大学理学部教授

　　　1⇔’68－71　在米フランス大使館科学技術担当
　　　　　　　　　　　参事官

　　　ユ97エー73．SEPOR委員
1974・：L鑑．　ONES総i裁就任・
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